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1. 制御技術のビジネス戦略性 

1.1 制御技術に関する戦略的視点 

1.1.1 戦略分析視点 
コントローラビジネスなどを戦略的に強化するための，

いくつかの分析視点について述べる(1)～(7)。制御理論や制御

技術は，本質的に広い分野を対象に何か別の技術を支援す

る技術なので，対象を明確化し要素間の関係性を適切に見

極めなければ，分析が複雑化し，戦略の考察に必要な分析

結果に至らないことも多い。 
なお，本報告書では，温調計のような温度・圧力を対象

とする汎用 PID コントローラを汎用調節計と記述し，モー
ションコントローラも含む広い意味としては汎用コントロ

ーラと記述する。 

1.1.2 マクロ環境の変化 
市場・顧客・自社が共通に晒される環境であり，フレー

ムワークとしては PEST（政治，経済，社会，技術／Political, 
Economic, Social, Technology）がよく用いられる。例えば，
近年では環境，エネルギーへの社会的な価値観の高まりが，

代表的なマクロ環境の変化であるが，これらについて自社

の資源やポジションがどのような状況にあるかを把握する

ことが，技術面の分析と同等以上に重要になっている。 

1.1.3 ビジネスプロセス上の価値提供の変化 
1 つの商品はユーザが購入を決定し商品を廃棄するまで

の多数のベネフィット（顧客便益）から構成される。例え

ば，セットアップや調整の簡便性・迅速性，運用管理の容

易性，異常発見の確実さ，故障時の復旧容易など様々であ

る。優先順位が非常に高いベネフィットについては，制御

性能を犠牲にしてでも実現しなければならない場合もあ

る。ベネフィットの重要度はユーザや市場によっても異な

る。よって，一連のビジネスプロセスの流れの中でユーザ

市場を想定した上で，その価値提供構造に着目し，製品性

能競争だけで顧客のニーズを満たせるのか（ビジネスの勝

者となるための要因），製品性能以外に求められている提供

価値をどこで創造するべきなのか／できるのか，などを，

技術者自身が検討し認識することが求められている。 
産業の成長を長年支えてきた典型的モノ売りビジネスで

は，一般流通製品が技術性能ニーズを充分満たすレベルと

なり，技術性能による製品の差別化が困難となっている状

況が，多くの市場で見受けられる。結果として，メンテナ

ンス・リニューアルといった製品購入後のサービスが重要

な価値提供要素の 1 つになってきている。ビジネスプロセ
スと整合させて，どのような価値提供が実現可能かを検討

する場合，技術者でなければ，技術活用の発想が限られる

こともある。 
 

1.2 ビジネス環境分析ツール 

1.2.1 ビジネス環境分析ツールの必要性 
産業材を扱うビジネスは多様なプレイヤが関わりながら

最終顧客までの価値提供を実現する複雑な構造であり，全

体像を掴むのが難しい。また，ビジネス環境の変化が激し

いため，全体のシステムを理解し，ある変化が市場やビジ

ネスに及ぼす影響を考察するための情報基盤が重要とな

る。このような課題に着目して，三浦(8),(9)が創作したMCチ
ャート，VPチャートについて以下に解説する。 

1.2.2 市場コントロール構造（MCチャート） 
MCチャートは，産業界の分析対象市場で中心となる業界

を中央に置き，その周囲にどのようなプレイヤが，どのよ

うな力関係で存在しているかを示す「市場コントロール構

造」（Market-Controlling structure）を可視化する（図 1.1 参
照）。横軸は製品の上流（左手）から下流（右手）に関わる

プレイヤが配置される。中央の業界の上段に業界内競争の

影響要因，下段に業界全体に対する影響要因を置き（脅威・

制約が代表的要因であるが，好材料も含めて要因を抽出す

る），市場での各プレイヤの力関係を矢印と強度で示す。マ

イケル・ポーター氏の 5 フォースを原型としているが，戦
略ユニットの単位でプレイヤを分解し，BtoB, BtoBtoBとい
った関係（詳細は後述）は階層化で表現する。 

MCチャート上の各プレイヤ群の技術・特許・製品の動向，
あるいは，ビジネス面・戦略面での強み・弱み，隣接プレ

イヤとの力関係を考察すると，市場の競争領域（ビジネス

上の重要な争点），競争領域に対する特定技術のインパク

ト，これに強みを持つ（あるいは，関心の強い）プレイヤ

の考察ができる。競争領域は，技術進歩や顧客課題，市場

ライフサイクル等で変化する点に注意が必要である。顧客

課題や価値観の変化は MC チャート上で右手から左手（下
流から上流）に時間遅れを伴って伝播する。よって，MCチ
ャートの視点を変え，顧客あるいは“顧客の顧客”を中心

としたMCチャートにより予兆を抽出できることも多い。 
本報告書の調査報告は，MCチャートを活用した分析によ

るところが大きい。 

1.2.3 価値提供構造（VPチャート） 
VPチャートは，産業界において，どのような提供価値が

誰にどのように届けられているかを示す「価値提供構造」

（Value-Providing Structure）を可視化する（図 1.3参照）。 
分析対象となるプレイヤを最下段に，価値提供の授受に

関わるプレイヤを上段に積み上げで抽出し，各プレイヤの

ビジネスプロセスと価値提供の内容・タイミング・提供ル

ートを確認する。分析では，ビジネス上のデシジョンメー

カに対して適切な価値訴求が行われているかも重要であ

る。特に BtoB, BtoBtoBといったビジネス（詳細は後述）で
は多様なプレイヤが関わり，提供ルートも複雑化するため，

ターゲット顧客への提供価値が他プレイヤに分断されて未
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